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令和５年度武蔵野市教育委員会の基本方針  

 

武蔵野市教 育委員 会は、教育 目標を 達成するた めに、 以下の基本 方針

及び指導や事業 の 重点に基づき、 学 校教育と社会教 育 の連携を図り、地

域の特性を生か し た教育を推進す る とともに、総合 的 に教育施策の充実

を図ります。   

なお、事業 の実施 にあたって は、新 型コロナウ イルス 感染症によ る影

響等、当初想定 し ていなかった事 象 が生じても、子 ど もの最善の利益を

第一に考え適切に対応します。  

 

【基本方針１】  個性の伸長と市民性を高める教育の推進   

一人一人の 子ども が、自分の よさや 可能性を認 識でき るよう、日 常的

に肯定的な言葉 か けを行ったり、 力 を発揮できる場 を 設定したりするな

ど、すべての学 校 職員が個性の伸 長 を意識して子ど も たちと接します。

そして、子ども た ちが自らの力の 向 上に向けて努力 し 、力を最大限に発

揮できるように、自信や意欲を高める教育を推進します。  

 また、自分と 同 じように他者を 大 切にするよう人 権 教育を充実させる

とともに、他者 と 協働してよりよ い 生活や社会を築 い ていくために必要

な市民性の育成に努めます。       

   

○人権教育や多様性を生かす教育の推進  

多 様 な 背 景 を も つ 子 ど も た ち が 共 に 学 ぶ 学 校 に お い て 、 互 い に 違 い を

認 め 尊 重 し 合 い 、 自 他 を 敬 愛 す る 態 度 の 育 成 を 図 り 、 あ ら ゆ る 偏 見 や 差

別 を な く す よ う 、 全 教 育 活 動 を 通 じ て 人 権 教 育 を 推 進 し ま す 。 特 に 、 子

ど も の 権 利 条 約 の 理 念 や 子 ど も の 権 利 条 例 （ 仮 称 ） に 示 さ れ た 「 子 ど も

に と っ て 大 切 な 子 ど も の 権 利 」 等 に つ い て 、 子 ど も 自 身 が 学 ぶ 機 会 を つ

く り 理 解 を 促 す と と も に 、 子 ど も の 意 見 表 明 や 子 ど も の 参 加 の 実 現 に 努

めます。  

ま た 、 子 ど も が 自 分 ら し く 安 心 し て い ら れ る 場 所 と し て の 学 校 づ く り

や 学 級 づ く り を 前 提 と し た う え で 、 多 様 性 を 生 か す 教 育 を 推 進 す る た め

に 、 各 教 科 等 や 学 級 活 動 、 児 童 会 ・ 生 徒 会 活 動 に お い て 対 話 を 通 じ た 最

適解・納得解の形成を目指す取組を進めます。  

さらに、 「特別 の 教科  道徳」 を要と した道徳 教育の 充 実を図り ます。

子 ど も た ち 一 人 一 人 が 自 信 を も ち 、 自 分 自 身 を 肯 定 的 に 受 け 止 め ら れ る

こ と と 併 せ て 、 い の ち を 大 切 に す る 心 や 思 い や り の 心 等 の 豊 か な 人 間 性

の育成を目指します。   
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こ れ ら の 取 組 に よ り 、 子 ど も の 自 己 肯 定 感 や 自 尊 感 情 が 育 ま れ て い る

の か を 検証 す る た め に 、 自尊 感 情 測 定 尺 度 （東 京 都 版 ） 1を用 い た 調 査 を

行います。  

      

○いじめ防止の推進  

「 武 蔵 野 市 い じ め 防 止 基 本 方 針 」 を 踏 ま え て 、 家 庭 、 地 域 、 関 係 機 関

と の 行 動 連 携 を 図 り な が ら 、 各 学 校 の い じ め 対 策 委 員 会 を 中 心 に 組 織 的

に 、 い じ め の 未 然 防 止 、 早 期 発 見 及 び 迅 速 で 確 実 な 対 応 を 行 い ま す 。 特

に 、 定 期 的 な ア ン ケ ー ト 調 査 や ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 等 に よ る 面 談 を 実

施 す る な ど し て 子 ど も た ち の 様 子 の 把 握 に 努 め ま す 。 ま た 、 「 Ｓ Ｏ Ｓ の

出 し 方 に 関 す る 教 育 」 の 実 施 等 、 身 近 な 人 に 助 け を 求 め る こ と の 大 切 さ

の指導及 び、校内の指導体制や教育相談体制の充実を図ります。  

       

○武蔵野市民科の実施     

子 ど も 自 身 の 人 生 や 社 会 を 豊 か に す る た め に 必 要 な 「 自 立 」 「 協 働 」

「 社 会 参 画 」 に 関 す る 資 質 ・ 能 力 を 育 む 「 武 蔵 野 市 民 科 」 の 学 習 を 推 進

し ま す 。 各 学 校 で は 、 自 校 の 特 色 を 生 か し た 探 究 的 な 武 蔵 野 市 民 科 カ リ

キ ュ ラ ム を 教 科 等 横 断 的 に 計 画 ・ 実 施 し 、 取 組 を 積 極 的 に 発 信 し ま す 。

引 き 続 き 、 研 究 校 を 指 定 す る と と も に 、 武 蔵 野 市 民 科 カ リ キ ュ ラ ム 推 進

委 員 会 を 中 心 に 、 各 学 校 の 取 組 内 容 等 を 共 有 し 、 カ リ キ ュ ラ ム の 改 善 ・

充実及び事業の評価を行います。  

 

○長期宿泊体験活動の効果的な実施  

長 期 宿 泊 体 験 活 動 （ セ カ ン ド ス ク ー ル ・ プ レ セ カ ン ド ス ク ー ル ） は 、

子 ど も た ち の 豊 か な 情 操 や 感 性 を 育 む と と も に 、 主 体 的 に 問 題 を 解 決 す

る 意 欲 や 態 度 を 培 う た め に 実 施 し て い る 本 市 の 特 色 あ る 教 育 活 動 で あ り 、

さらなる充実を図ります。  

 特 に 、 長 期 宿 泊 体 験 活 動 検 討 委 員 会 で 整 理 し た 資 質 ・ 能 力 を 目 指 し 、

発 達 段 階 に 応 じ た 活 動 内 容 を 各 校 工 夫 し 、 系 統 性 あ る 活 動 を 実 施 し ま す 。

ま た 、 令 和 ４ 年 度 か ら 各 学 校 で 行 っ て い る 事 業 評 価 の 結 果 等 を 基 に 、 長

期宿泊体験活動検討委員会報告書の提案について効果検証を行います。  

 

                                                      
1 自尊感情測定尺度（東京都版）  

東 京 都 教 職 員 研 修 セ ン タ ー と 慶 應 義 塾 大 学 が 共 同 開 発 し た 、 学 校 教 育 に 求 め

ら れ る 自 尊 感 情 の 傾 向 を 分 析 し 、 発 達 段 階 に 応 じ て 適 切 に 把 握 で き る 自 己 評 価

シ ー ト に よ る 調 査 、 分 析 方 法 。  
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【基本方針２】  あらゆる学びの基盤となる資質・能力の育成   

 学習指導要領の 趣旨を踏まえ、各 学校においては、 「主体的・対話 的

で深い学び」の 実 現に向けた授業 改 善に取り組み、 創 意工夫を生かした

特色ある教育活動 を展開する中で、 知識及び技能の確 実な習得、思考力 、

判断力、表現力等 の育成、学びに向 かう力や人間性等 の涵養を図ります 。  

 また、すべて の 学びの基盤とな る 言語能力や情報 活 用能力、問題発見

・解決能力等の 資 質・能力を育む よ う、理数教育を は じめとして各教科

等の学習を確実 に 進めるとともに 、 教科等横断的な 視 点から教育課程を

編成・実施・評 価 ・改善するカリ キ ュラム・マネジ メ ントに各学校が主

体的に取り組み、教育の質的向上を図るよう支援します。  

   

○言語活動の充実  

す べ て の 学 び の 基 盤 と な る 言 語 の 重 要 性 を 踏 ま え 、 国 語 科 を は じ め と

し て 教 育 活 動 全 体 に 、 記 録 や 要 約 、 発 表 や 討 論 な ど の 活 動 を 計 画 的 に 位

置 付 け 、 「 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び 」 に 結 び 付 く 言 語 活 動 を 推 進 し ま

す 。 そ の た め に 、 各 教 科 等 に お い て 、 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知 識 及 び 技 能 の

確 か な 習 得 を 図 り ま す 。 教 育 課 題 研 究 開 発 校 に 指 定 し た ２ 校 に お い て 、

国 語 科 の 言 葉 に よ る 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ る 学 習 活 動 を 追 究 し 、 研 究 成

果 を 共 有 し ま す 。 ま た 、 探 究 的 な 活 動 や 協 働 的 な 活 動 を 位 置 付 け た 学 習

を 充 実 さ せ 、 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 や 問 題 解 決 能 力 等 の 育 成 に 努 め ま

す 。 子 ど も た ち 一 人 一 人 に つ い て の 理 解 を 深 め 、 取 組 状 況 等 を 認 め 励 ま

す こ と に よ り 、 学 習 意 欲 を 向 上 さ せ 、 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 を 育

みます。  

 加 え て 、 校 内 の 言 語 環 境 の 整 備 に 努 め 、 子 ど も た ち の 表 現 力 を 高 め る

活動を奨励し、豊かな言語感覚の育成を図ります。    

     

○英語教育の充実  

 言 語 の 働 き や 文 化 の 理 解 、 英 語 を 使 っ て 自 分 の 思 い や 考 え を 伝 え る 力 、

自 信 を も っ て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 ろ う と す る 態 度 等 を 育 成 す る た め 、

研 修 の 充 実 や 小 学 校 英 語 教 育 推 進 ア ド バ イ ザ ー に よ る 巡 回 指 導 等 を 通 し

て 、 Ａ Ｌ Ｔ （ 外 国 語 指 導 助 手 ） と 学 級 担 任 （ ま た は 教 科 担 任 ） に よ る テ

ィ ー ム ・ テ ィ ー チ ン グ の あ り 方 や 地 域 の 方 と 連 携 し た 授 業 展 開 を 工 夫 す

る な ど 、 授 業 改 善 を 進 め ま す 。 ま た 、 中 学 校 の 英 語 科 と の ス ム ー ズ な 接

続を図り、英語力のさらなる向上を目指します。  
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○学校図書館を有効活用した教育の推進  

子 ど も た ち の 知 的 好 奇 心 や 思 考 力 、 表 現 力 を 高 め 、 感 性 ・ 情 緒 を 豊 か

な も の に す る た め 、 子 ど も た ち が 読 書 に 親 し む 機 会 を 広 げ て 読 書 の 楽 し

さ や 喜 び を 味 わ っ た り 、 進 ん で 調 べ 学 習 を し た り す る な ど 、 学 校 図 書 館

の 学 習 セ ン タ ー 、 情 報 セ ン タ ー と し て の 機 能 を 強 化 し ま す 。 学 校 司 書 の

配 置 時 間 を 拡 充 し 、 放 課 後 の 学 校 図 書 館 開 放 の 実 施 や 中 央 図 書 館 と の 連

携 、 読 書 活 動 等 を 推 進 す る た め の 教 員 と の 打 ち 合 わ せ な ど を 充 実 さ せ ま

す 。 新 聞 の 配 備 や 様 々 な 種 類 の 図 書 に 触 れ ら れ る よ う 新 書 の 導 入 や 蔵 書

割合の見直し、授業における学校図書館の活用を推進します。  

ま た 、 朝 読 書 や 読 書 週 間 な ど 各 学 校 の 創 意 工 夫 を 奨 励 し た り 、 読 書 の

動 機 付 け 指 導 な ど の 取 組 を 推 進 し た り し て 、 読 書 習 慣 の 確 立 や 読 書 環 境

の 整 備 に 努 め ま す 。 併 せ て 、 市 立 図 書 館 と 学 校 の 連 携 強 化 に 一 層 努 め ま

す。  

 

○ＩＣＴを適切かつ効果的に活用した授業の実施・促進  

「 武 蔵 野 市 学 習 者 用 コ ン ピ ュ ー タ 活 用 に 関 す る 基 本 的 な 考 え 方 」 に 基

づ き 、 一 人 １ 台 の 学 習 者 用 コ ン ピ ュ ー タ を 適 切 か つ 効 果 的 に 使 用 し て 、

子 ど も た ち が Ｉ Ｃ Ｔ を 授 業 で 活 用 し 、 他 者 と 協 働 し て 自 己 の 考 え を 発 信

し た り 、 深 め た り す る よ う な 学 習 活 動 を 充 実 さ せ ま す 。 そ の 成 果 と 課 題

を 武 蔵 野 市 学 習 者 用 コ ン ピ ュ ー タ 活 用 検 討 委 員 会 で 整 理 し 、 「 武 蔵 野 市

学 習 者 用 コ ン ピ ュ ー タ 活 用 指 針 」 を 作 成 し ま す 。 ま た 、 引 き 続 き 、 Ｉ Ｃ

Ｔ サ ポ ー タ ー や 端 末 導 入 支 援 員 に よ る 授 業 支 援 を 進 め る と と も に 、 学 習

者用コンピュータ通信等により、取組の様子等を発信していきます。  

      

○デジタル・シティズンシップ教育の推進  

「 Ｉ Ｃ Ｔ を 使 う こ と が 当 た り 前 の 社 会 に 求 め ら れ る 『 態 度 や ス キ ル 』

を 身 に 付 け る 」 こ と を 「 デ ジ タ ル ・ シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 教 育 」 と 定 め 、 子

ど も た ち が 自 律 的 ・ 創 造 的 に 学 習 者 用 コ ン ピ ュ ー タ を 利 活 用 で き る よ う 、

学 校 公 開 等 の 機 会 な ど を 通 じ て 家 庭 や 地 域 と 連 携 を 図 る 理 解 ・ 啓 発 を 行

い ま す 。 ま た 、 各 教 科 等 の 指 導 の 中 で 、 発 達 段 階 に 応 じ 、 意 図 的 ・ 計 画

的にＩＣＴを適切・安全に使う資質・能力を身に付けさせます。  

 

○論理的思考・プログラミング的思考の育成  

観 察 ・ 実 験 な ど 理 科 の 授 業 の 充 実 を 図 り 、 子 ど も た ち の 理 科 的 な 見 方

・ 考 え 方 を 育 て ま す 。 ま た 、 子 ど も た ち の 実 態 に 応 じ た 効 果 的 な 習 熟 度

別 指 導 を 実 施 し 、 子 ど も た ち 一 人 一 人 の 数 学 的 な 見 方 ・ 考 え 方 の 育 成 を
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図 り ま す 。 さ ら に 、 生 涯 学 習 事 業 と の 連 携 を 図 り 、 理 科 や 算 数 ・ 数 学 な

ど科学に対する興味・関心を高める活動を推進します。  

 ま た 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 的 思 考 を 育 む た め 、 各 小 学 校 が 、 研 究 校 の 成 果

を 生 か し 、 年 間 指 導 計 画 の 作 成 及 び 計 画 的 か つ 効 果 的 な 学 習 活 動 を 行 い

ます。  

       

【基本方針３】  一人一人の教育的ニーズに応じた指導・支援の充実  

 イ ン クル ー シ ブ 教育 シ ステ ム 2  の 理 念を 踏 まえ て 、 一 人一 人 の教 育的

ニーズに応じた 特 別な指導を行う 連 続性のある多様 な 学びの場を用意し

ます。併せて、 交 流及び共同学習 を 推進します。ま た 、教育機会確保法

を踏まえて、安 心 して通うことが で きる学校づくり を 進めるとともに、

多様な学びの場 で の活動の充実を 図 ります。子ども 自 身や保護者の状態

に対応した切れ目のない相談支援体制の充実を図ります。  

 

○特別支援教育の充実  

 子 ど も た ち 一 人 一 人 の 教 育 的 ニ ー ズ を 把 握 し 、 適 切 な 指 導 と 必 要 な 支

援 、 合 理 的 配 慮 を 行 い ま す 。 医 療 的 ケ ア が 必 要 な 子 ど も た ち に 対 応 す る

た め 、 関 係 機 関 と の 連 携 に よ り 支 援 体 制 を 構 築 し ま す 。 ま た 、 就 学 相 談

や 就 学 支 援 シ ー ト な ど に よ り 、 幼 稚 園 ・ 保 育 園 ・ 小 学 校 ・ 中 学 校 の 連 携

を 推 進 し ま す 。 特 別 支 援 教 育 の 推 進 体 制 の 充 実 を 図 る た め 、 特 別 支 援 教

育推進委員会を開催し、必要な調査研究や協議を行います。  

 

○連続性のある多様な学びの場における特別支援教育の推進  

 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 シ ス テ ム の 理 念 に 基 づ き 、 連 続 性 の あ る 多 様 な 学

び の 場 を 用 意 し 、 個 々 の 教 育 的 ニ ー ズ に 応 じ た 自 立 活 動 の 内 容 を 踏 ま え

た 特 別 な 指 導 を 行 い ま す 。 併 せ て 、 特 別 支 援 学 級 と 通 常 の 学 級 と の 交 流

及 び 共 同 学 習 に つ い て は 、 活 動 内 容 の 周 知 や 学 級 設 置 校 間 の 情 報 共 有 に

よ り 、 理 解 の 促 進 と 活 動 の 拡 充 を 図 り ま す 。 さ ら に 、 ホ ー ム ペ ー ジ な ど

で 特 別 支 援 教 育 や 就 学 相 談 に 関 す る 情 報 発 信 を 充 実 す る こ と に よ り 、 子

                                                      

2  インクルーシブ教育システム  

障 害 者 の 権 利 に 関 す る 条 約 の 第 2 4条 に 書 か れ て い る 理 念 で 、 障 害 の あ る 者 と

障 害 の な い 者 が 共 に 学 ぶ 仕 組 み で あ り 、 障 害 の あ る 者 が 教 育 制 度 一 般 か ら 排 除

さ れ な い こ と 、 自 己 の 生 活 す る 地 域 に お い て 初 等 中 等 教 育 の 機 会 が 与 え ら れ る

こ と 、 個 人 に 必 要 な 「 合 理 的 配 慮 」 が 提 供 さ れ る こ と 等 が 必 要 と さ れ て い る 。

イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 シ ス テ ム に お い て は 、 同 じ 場 で 共 に 学 ぶ こ と を 追 求 す る と

と も に 、 個 別 の 教 育 的 ニ ー ズ に 応 え る 指 導 を 提 供 で き る 、 多 様 で 柔 軟 な 仕 組 み

を 整 備 す る こ と が 重 要 で あ る と さ れ て い る 。  
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どもたち、保護者、教職員、地域住民の理解促進を図ります。  

 特 別 支 援 学 級 に つ い て は 、 都 立 特 別 支 援 学 校 や 関 係 機 関 と の 連 携 や Ｉ

Ｃ Ｔ 機 器 の 活 用 な ど に よ り 、 指 導 支 援 体 制 づ く り を 進 め ま す 。 ま た 、 令

和 ７ 年 に 予 定 し て い る 第 五 中 学 校 の 知 的 特 別 支 援 学 級 の 設 置 に 向 け 、 必

要な協議や準備に着手します。  

市 立 全 小 中 学 校 に 設 置 し た 特 別 支 援 教 室 に お い て は 、 拠 点 校 と 子 ど も

た ち の 在 籍 校 が 連 携 し て 、 対 象 と な る 子 ど も た ち の 状 態 に 応 じ た 指 導 を

行います。  

 

○不登校の子どもたちへの支援の充実  

 家 庭 と 子 ど も の 支 援 員 の 配 置 拡 充 や 全 中 学 校 区 に お け る ス ク ー ル ソ ー

シ ャ ル ワ ー カ ー の 配 置 を 通 じ て 、 各 校 の 校 内 体 制 の 強 化 を 支 援 し ま す 。

ま た 、 不 登 校 の 子 ど も た ち の 教 育 的 ニ ー ズ に 柔 軟 に 対 応 す る た め 、 チ ャ

レ ン ジ ル ー ム と む さ し の ク レ ス コ ー レ の 相 談 機 能 の 拡 充 や 支 援 に つ な が

っ て い な い 子 ど も た ち へ の ア ウ ト リ ー チ 活 動 や 情 報 提 供 等 の 方 策 に つ い

て検討します。  

学 校 と フ リ ー ス ク ー ル と の 連 携 を 進 め る と も に 、 教 職 員 や 保 護 者 の 不

登校に関する理解 を促進し ます。   

 

○切れ目のない相談支援体制づくり  

発 達 、 い じ め 、 虐 待 な ど 、 子 ど も や 家 庭 に 関 す る 多 様 な 課 題 に 対 応 す

る た め 、 学 校 、 市 派 遣 相 談 員 、 都 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 、 ス ク ー ル ソ ー

シ ャ ル ワ ー カ ー 、 関 係 機 関 が 連 携 し て 、 組 織 的 な 教 育 相 談 体 制 の 充 実 を

図ります。  

 ま た 、 学 校 、 帰 国 ・ 外 国 人 教 育 相 談 室 、 関 係 支 援 機 関 が 連 携 し 、 日 本

語を母語としない子どもたちと保護者への相談支援を進めます。  

 

【基本方針４】  健康で安全な生活の実現を目指した取組の推進   

 新型コロナウ イ ルス感染症につ い ては、長期的な 対 応が求められるこ

とが見込まれま す 。学校における 感 染症対策を行う と ともに、子どもた

ちが感染症を正 し く理解し、適切 に 対応できるよう 指 導します。また、

子どもたちが、生 涯を通じて健康で 安全な生活を送る ことができるよう 、

基本的な生活習 慣 を確実に身に付 け させるとともに 、 自らの生活や身近

な環境を振り返 り 、健康や安全に 関 する課題を発見 し 、進んで解決しよ

うとする力や態 度 を育成するよう 、 指導の充実を図 り ます。また、安全

を確保するための体制や環境の整備に努めます。  
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〇新型コロナウイルス感染症への対応  

 子 ど も た ち の 教 育 を 受 け る 権 利 を 保 障 す る た め 、 学 校 に お け る 新 型 コ

ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 リ ス ク を 可 能 な 限 り 低 減 し な が ら 、 学 校 運 営 を 行 い

ま す 。 各 校 に お い て は 、 最 新 の 感 染 状 況 に 基 づ き 子 ど も た ち の 健 康 把 握

や手洗いの徹底、教室内の換気などの感染症対策を進めます。  

 

○安全教育・安全管理の充実    

 子 ど も た ち 自 身 が 、 危 険 を 予 測 し 回 避 す る 能 力 や 他 者 を 守 る 能 力 な ど

を 身 に 付 け る た め に 、 防 犯 教 育 （ セ ー フ テ イ 教 室 等 ） 、 交 通 安 全 教 育

（ 交 通 安 全 教 室 等 ） 、 防 災 教 育 （ 地 域 と 連 携 し た 防 災 訓 練 等 ） の 充 実 を

図 り ま す 。 ま た 、 「 む さ し の 学 校 緊 急 メ ー ル 」 を 活 用 し 、 緊 急 時 の 連 絡

体 制 を 強 化 し ま す 。 さ ら に 、 防 犯 カ メ ラ 等 に よ り 通 学 路 の 安 全 性 の 向 上

を 図 る と と も に 、 保 護 者 ・ 地 域 ・ 関 係 機 関 と 連 携 し 、 地 域 ぐ る み で 子 ど

もたちの安全を守る体制の充実を図ります。   

 

○体力向上・健康づくりの取組の充実  

子 ど も た ち が 心 身 と も に 健 康 で 、 明 る く 活 力 あ る 生 活 を 送 る た め に 、

体 力 向 上 や 家 庭 と 連 携 ・ 協 力 し た 生 活 習 慣 の 向 上 な ど の 健 康 づ く り の 取

組 を 充 実 さ せ ま す 。 運 動 能 力 の 向 上 を 図 る た め 、 東 京 都 児 童 ・ 生 徒 体 力

・ 運 動 能 力 、 生 活 ・ 運 動 習 慣 等 調 査 の 結 果 な ど を 活 用 し 、 子 ど も た ち の

運 動 意 欲 を 高 め る 体 育 の 授 業 改 善 を 推 進 し ま す 。 さ ら に 、 外 遊 び や 各 学

校 の 特 色 を 生 か し た 取 組 な ど を 奨 励 し 、 日 常 的 な 運 動 習 慣 の 形 成 に 努 め

ま す 。 加 え て 、 様 々 な 大 会 へ の 参 加 を 促 し 、 運 動 意 欲 の 向 上 を 図 り ま す 。  

 

○食育の推進   

 子 ど も た ち が 、 食 に つ い て 正 し い 理 解 を 深 め 、 望 ま し い 食 習 慣 を 身 に

付 け る こ と に よ り 、 生 涯 を 通 じ て 健 康 な 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う 食

育 を 推 進 し ま す 。 ま た 、 （ 一 財 ） 武 蔵 野 市 給 食 ・ 食 育 振 興 財 団 と 連 携 し 、

地 域 人 材 の 協 力 も 得 な が ら 、 学 校 給 食 を 通 じ た 食 育 を 充 実 さ せ ま す 。 学

校 給 食 桜 堤 調 理 場 に お い て は 、 地 域 食 育 ス テ ー シ ョ ン を 活 用 し 、 給 食 試

食や調理体験など食育の取組を進めます。  

 

【基本方針５】  学校経営の改善・充実  

 学 校 に お け る 働 き 方 改 革 を 推 進 す る と と も に 、 学 習 指 導 要 領 が 示 す

「社会に開かれ た 教育課程」の実 現 に向け、学校経 営 計画に基づく教職

員の協働体制を 確 立し ます。子ど も たちの姿や地域 の 現状等を一層踏ま



8 

 

えた教育課程づ く りを進めること に より、保護者・ 市 民から信頼される

質の高い教育を 推 進するよう支援 し ます。また、学 校 が教育情報を家庭

や地域に積極的 に 発信 し、双方向 の 意見交流を深め る など、学校・家庭

・地域が各々主体性を発揮し、連携 ･協働するための仕組みづくりに取り

組みます。  

 

○主体的・対話的で深い学びを実現するための授業力の向上  

「主体的 ･対 話的で 深い学び 」の実 現 や指導と 評価の 一 体化を目 指し、

校 内 研 究や 互 い に 授 業 を 見合 う 機 会 の 設 定 など 学 校 に お け る ＯＪ Ｔ 3を 積

極的に推進します。  

特 に 、 学 び に 向 か う 力 の 涵 養 を 目 指 し 、 各 校 の 特 色 あ る 教 育 活 動 や 校

内 研 究 の 成 果 を 基 に 作 成 し た 「 授 業 改 善 推 進 プ ラ ン 」 を 推 進 し 、 取 組 状

況 の 視 察 や 「 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 （ 質 問 紙 調 査 ） 」 や 東 京 都 「 児 童

生徒の学力向上を図るための調査」の結果を基に検証します。  

ま た 、 若 手 教 員 や 臨 時 的 任 用 教 員 の 実 践 的 指 導 力 の 向 上 を 図 る た め 、

教 育 ア ド バ イ ザ ー 等 に よ る 支 援 を 一 層 充 実 し ま す 。 さ ら に 、 都 や 市 主 催

の 研 修 や 武 蔵 野 市 立 小 中 学 校 教 育 研 究 会 の 研 究 の 他 に 、 教 員 が 専 門 性 を

深 め る た め 、 東 京 都 教 育 委 員 会 認 定 団 体 や 民 間 研 究 団 体 の 研 修 会 へ 参 加

するための費用を補助し、主体的な研鑽を推奨します。  

引 き 続 き 、 教 育 推 進 室 に よ る 教 育 情 報 の 分 析 ・ 提 供 の 充 実 に 努 め 、 学

校 運 営 の 担 い 手 で あ る 教 員 の 指 導 力 や 新 た な 課 題 へ の 対 応 力 の 向 上 を 図

ります。  

 

○学校・家庭・地域が連携・協働するための取組の推進  

 学 校 の 教 育 目 標 を 地 域 ・ 家 庭 と 共 有 し 、 「 社 会 に 開 か れ た 教 育 課 程 」

を 実 現 す る た め 、 「 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 の 協 働 体 制 検 討 委 員 会 」 の 報 告 書

に 基 づ き 、 運 営 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン を 作 成 し 、 モ デ ル 校 （ ２ 校 ） を 中

心 に 、 学 校 運 営 協 議 会 機 能 を 加 え 、 地 域 学 校 協 働 本 部 の 機 能 を 強 化 し た

開 か れ た 学 校 づ く り 協 議 会 の 運 営 や 地 域 学 校 協 働 活 動 の 促 進 を 図 り ま す 。  

 

○学校における働き方改革の推進   

 改 定 し た 「 武 蔵 野 市 立 学 校 に お け る 働 き 方 改 革 推 進 実 施 計 画 ～ 先 生 い

                                                      

3  ＯＪＴ  

On the Job Training の 略 。 日 常 的 な 職 務 を 通 し て 、 必 要 な 知 識 や 技 能 、 意

欲 、 態 度 な ど を 意 識 的 、 計 画 的 、 継 続 的 に 高 め て い く 取 組 。 学 校 内 に お け る 人

材 育 成 の 取 組 で 、 校 長 ・ 副 校 長 や 先 輩 教 員 か ら の 指 導 な ど を 指 す 。  
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きいきプ ロジェ ク ト 2.0～」に 基づき 、出退勤 システ ム による働 き方の 見

直 し に 向 け た 教 員 の 意 識 改 革 を 進 め ま す 。 定 時 退 勤 日 や 長 期 休 業 中 の 学

校閉庁日の 実施と 併せて 武蔵 野 学校 情報システ ム（ Ｍ ＳＩＳ （エ ムシス )）

を 更 新 し 、 ク ラ ウ ド サ ー ビ ス の 活 用 を は じ め Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 校 務 の 軽

減について引き続き取り組みます。  

ま た 、 授 業 や 生 活 指 導 の 質 の 向 上 を 図 る た め に 、 計 画 的 な 拡 充 が 完 了

し た 市 講 師 の 配 置 に よ る 教 員 の 業 務 量 の 軽 減 や 、 ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ

ー カ ー 等 に よ る 相 談 体 制 の 充 実 や 地 域 コ ー デ ィ ネ ー タ ー に よ る 地 域 人 材

の紹介・調整機能の拡充等に努めます。  

 さ ら に 、 大 会 等 へ の 引 率 も 可 能 な 部 活 動 指 導 員 を 全 中 学 校 に 各 ２ 名 配

置する拡充を行うとともに、持続可能な部活動の あ り方を検討します。  

 

【基本方針６】  学校施設の確実な整備  

 子どもたちが安 全で不安のない学 校生活を過ごすこ とができるように 、

学校施設の整備、充実に努めます。  

 

○児童増・災害・老朽化に対応した学校施設の整備  

武 蔵 野 市 学 校 施 設 整 備 基 本 計 画 に 基 づ き 、 第 一 中 学 校 及 び 第 五 中 学 校

の 改 築 に つ い て は 、 令 和 ４ 年 度 に 行 っ た 実 施 設 計 に 基 づ き 校 舎 ・ 体 育 館

の 建 設 工 事 を 進 め ま す 。 第 五 小 学 校 及 び 井 之 頭 小 学 校 に つ い て は 、 改 築

懇 談 会 、 ア ン ケ ー ト 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ 、 説 明 会 等 を 通 じ 幅 広 く 多 様 な 意

見を聞きながら、基本設計を行います。  

ま た 、 改 築 す る ま で の 施 設 に つ い て も 、 自 然 災 害 リ ス ク 等 に 備 え て 計

画 的 な 予 防 保 全 を 継 続 す る と と も に 、 点 検 ・ 修 繕 を 着 実 に 行 う こ と に よ

り、良好な施設環境を確保します。  

さ ら に 、 関 前 南 小 学 校 の 増 築 工 事 を 行 う な ど 、 児 童 ・ 生 徒 数 の 増 加 や

小学校 35人学級の導入等にも適切に対応します。  

 

【基本方針７】  生涯学習・スポーツ事業の充実  

年齢や障害 の有無 等にかかわ らず市 民一人ひと りが自 主的に学び 、学

んだことを他者 に 伝える（学びお く り）機会を充実 す ることにより、生

涯学習を通したまちづくりを推進します。  

 また、東 京 2020オリンピッ ク・パ ラリンピッ ク国際 大会等のレ ガシー

を生かし、市民 の スポーツ活動の 推 進や多様な文化 活 動の振興に取り組

みます。  
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○学び始める機会の提供  

 高 齢 者 、 障 害 者 、 生 活 困 窮 者 、 外 国 人 と い っ た 人 々 は 学 ぶ に あ た り 配

慮 が 必 要 な 場 合 が あ る た め 、 「 ラ ー ニ ン グ ・ フ ォ ー ・ オ ー ル 」 （ 学 び を

全 て の 人 々 に ） を 掲 げ 、 共 生 社 会 の 実 現 を 念 頭 に 、 市 の 公 式 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ を

活用し、積極的な情報提供を推進します。   

 土 曜 学 校 や む さ し の サ イ エ ン ス フ ェ ス タ 、 武 蔵 野 地 域 自 由 大 学 等 で 、

多 様 な 市 民 ニ ー ズ や 社 会 の 要 請 を 考 慮 し 、 新 し い 時 代 の テ ー マ を 積 極 的

に取り上げ、学びの機会を提供します。  

 

○学びを広げ、他者とつながる活動の支援  

 武 蔵 野 地 域 五 大 学 と 連 携 し 、 学 内 で の 対 面 方 式 や Ｗ Ｅ Ｂ 活 用 に よ り 、

大 学 生 と 一 緒 に 学 ぶ 寄 付 講 座 や 大 学 正 規 科 目 の ほ か 、 市 民 ニ ー ズ を 勘 案

し て 毎 年 、 内 容 を ア レ ン ジ す る 共 同 講 演 会 、 共 同 教 養 講 座 、 自 由 大 学 講

座等を引き続き実施します。  

ま た 、 「 生 涯 学 習 事 業 費 補 助 金 」 及 び 「 子 ど も ・ 文 化 ・ ス ポ ー ツ 体 験

活 動 団 体 事 業 費 補 助 金 」 に つ い て 、 事 業 実 施 後 に 交 付 団 体 に よ る 報 告 会

等 を 引 き 続 き 実 施 し 、 団 体 相 互 が 情 報 交 換 を し て 協 力 ・ 連 携 で き る 場 を

提供します。  

 

〇「学びをおくる」生涯学習社会の推進  

 将 来 の 地 域 の 担 い 手 を 育 成 す る た め 、 土 曜 学 校 等 の 青 少 年 向 け の 既 存

事 業 に お け る 受 講 生 等 に つ い て 、 学 び の 成 果 を 地 域 に 生 か せ る よ う な 仕

組みを検討します。  

 土 曜 学 校 の 「 サ イ エ ン ス ク ラ ブ 」 に つ い て は 、 参 加 し た 子 ど も た ち が

学 び の 成 果 を 「 む さ し の サ イ エ ン ス フ ェ ス タ 」 で 生 か せ る よ う 、 理 科 の

研究・実験等を楽しみながら体験できるプログラムを実施します。  

 社 会 教 育 委 員 の 会 議 、 （ 公 財 ） 武 蔵 野 文 化 生 涯 学 習 事 業 団 等 と 市 で 連

携し、個人の学びを他者へ伝える仕組み作りを検討します。  

 

〇市民の芸術・文化活動の支援  

 市 民 の だ れ も が 芸 術 文 化 を 享 受 し 、 人 間 性 豊 か な 市 民 文 化 が 創 造 ・ 発

展 す る よ う に 、 第 二 期 生 涯 学 習 計 画 や 武 蔵 野 市 文 化 振 興 基 本 方 針 に 基 づ

き 、 芸 術 表 現 や 鑑 賞 の 機 会 の 提 供 、 創 作 活 動 の 場 の 拡 充 に 努 め ま す 。 そ

の 一 環 と し て 、 武 蔵 野 市 民 芸 術 文 化 協 会 等 の 芸 術 文 化 団 体 の 活 動 支 援 を

通して、市民の芸術文化活動を推進します。  

 ま た 、 （ 公 財 ） 武 蔵 野 文 化 生 涯 学 習 事 業 団 の 持 つ 資 源 を 有 機 的 に 結 び
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付 け た 効 果 的 な 事 業 展 開 に よ る さ ら な る 文 化 の 発 展 を 図 る た め の 取 組 を

支援します。  

 

〇誰もがスポーツを楽しめる機会の創出  

 障 害 の あ る 人 や 、 子 育 て 世 代 の 人 、 勤 労 世 代 の 人 で あ っ て も 、 誰 も が

生 涯 を 通 じ て ス ポ ー ツ を 楽 し む 機 会 の 充 実 と 、 一 人 ひ と り の 興 味 ・ 体 力

・ライフスタイル等に応じた多様な施策の展開を図ります。  

 市 民 や 、 学 校 教 育 と の 連 携 に よ り 、 子 ど も た ち に ス ポ ー ツ の 持 つ 魅 力

を 伝 え 、 ス ポ ー ツ を 通 じ た 体 力 ・ 運 動 能 力 の 向 上 と 、 障 害 者 や 障 害 者 ス

ポーツへの理解促進を目指します。  

 

〇スポーツを支える担い手づくりと活動支援  

ス ポ ー ツ の 意 義 や 楽 し さ を 伝 え つ つ 、 ス ポ ー ツ を 通 じ た 人 間 的 成 長 や

人 格 ・ 人 権 ・ 多 様 性 に 配 慮 で き る 指 導 者 を 養 成 す る た め 、 武 蔵 野 市 体 育

協 会 や 武 蔵 野 市 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 協 議 会 等 と 連 携 し 、 講 習 会 や 学 び の 場

を 提 供 し ま す 。 ま た 地 域 で の ス ポ ー ツ に 関 す る 指 導 や 大 会 運 営 な ど 、 様

々 な 活 動 の 場 へ の マ ッ チ ン グ を 行 い ス ポ ー ツ ボ ラ ン テ ィ ア と し て の 活 動

の定着を図ります。  

武蔵野市体育協会による市立学校の部活動支援等を検討します。  

  

〇スポ－ツに親しむ環境づくり  

市 立 体 育 施 設 の 整 備 ・ 改 善 を 進 め 、 利 用 者 の 利 便 性 向 上 と さ ら な る 利

用 促 進 、 有 効 活 用 を 図 る た め 、 総 合 体 育 館 の 大 規 模 改 修 工 事 に 向 け た 基

本 計 画 の 策 定 を 行 い ま す 。 ま た 、 市 営 プ ー ル に つ い て は 、 第 二 期 ス ポ ー

ツ 推 進 計 画 で 示 さ れ た 方 向 性 に 即 し て 、 第 六 期 長 期 計 画 ・ 調 整 計 画 の 策

定の中で議論を深めます。  

さ ら に 、 旧 桜 堤 小 学 校 跡 地 は 、 当 面 は 近 隣 の 小 ・ 中 学 校 の 校 庭 等 と し

て 活 用 し 、 隣 接 す る 市 立 学 校 の 改 築 等 整 備 状 況 を 勘 案 し た う え で ス ポ ー

ツ広場等の整備について検討します。  

 

〇武蔵野市の特性を生かしたスポーツ文化の醸成  

 （公財）武蔵野文化生涯学習事業団の持つ資源を活用し、分野横断的な

スポーツの楽しみ方を創出します。  

 東 京 2020オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク 国 際 大 会 等 の レ ガ シ ー を 生 か

し 、 ス ポ ー ツ に 親 し む 機 運 の 醸 成 や 、 障 害 の 有 無 に か か わ ら ず 全 て の 市

民 が ス ポ ー ツ を 楽 し む こ と が で き る 機 会 を 創 出 、 充 実 し ま す 。 ま た 、 ス
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ポ ー ツ が 、 健 康 づ く り は も と よ り 、 仲 間 づ く り に つ な が る よ う 、 継 続 の

ための取組を推進します。  

  

〇安心して利用できる生涯学習・スポーツの場の提供  

利 用 者 の 安 全 確 保 を 最 優 先 と し 、 可 能 な 限 り 生 涯 学 習 ・ ス ポ ー ツ 活 動

が 継 続 で き る よ う 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 拡 大 状 況 を 踏 ま え な が

ら、必要な対策を講じます。  

 

【基本方針８】  歴史文化の継承と創造  

市民が武蔵 野の歴 史や文化に 触れ、 理解を深め るため 、武蔵野ふ るさ

と歴史館等にお け る企画展等に加 え 、小学生から社 会 人まで切れ目ない

博学連携事業やボ ランティア育成講 座等の様々な事業 を行うことにより 、

歴史文化の継承 と 創造を図ります 。 また、歴史公文 書 については、公文

書専門員の専門 的 知識を生かした 選 別、移管、保存 に 取り組み、展示等

を通して歴史公 文 書の利活用を行 い ます。文化財に つ いては、市指定文

化財の指定などにより、保護・普及に努めます。  

 

○文化財の保護・普及  

本 市 で は 、 先 人 た ち の 築 い て き た 歴 史 や 文 化 を 大 切 に し 、 地 域 の 自 然

と 歴 史 の 中 で 培 わ れ て き た 貴 重 な 文 化 遺 産 を 保 護 し 、 そ の 普 及 に 努 め て

き ま し た 。 市 天 然 記 念 物 の 保 存 を 補 助 し 、 市 指 定 文 化 財 を 指 定 す る だ け

で な く 、 企 画 展 や ワ ー ク シ ョ ッ プ 等 を 通 じ て 、 そ の 周 知 と 利 活 用 を 図 り

ます。  

ま た 、 悉 皆 調 査 に よ っ て 収 集 さ れ た 民 俗 資 料 の 調 査 ・ 研 究 ・ 価 値 づ け

を行います。  

 

○歴史公文書の保存と公開  

歴 史 公 文 書 は 、 過 去 を 未 来 へ と 繋 ぐ こ と が で き る 市 民 の 貴 重 な 財 産 で

あ り 、 そ の 選 別 ・ 収 集 ・ 保 存 に 留 ま ら ず 、 展 示 等 に よ っ て 利 活 用 を 図 り

ま す 。 中 島 飛 行 機 関 連 の 資 料 に つ い て は 引 き 続 き 展 示 を 行 い 、 収 蔵 資 料

管理システムを活用した利活用を 図 ります。  

ま た 、 武 蔵 野 市 百 年 史 編 さ ん に あ た り 収 集 し た 資 料 は 目 録 に 基 づ い て

選別・収納を行います。  

 

〇武蔵野ふるさと歴史館の充実  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 が 完 全 に 収 束 す る こ と が 困 難 な 状 況 の 中 、
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実 物 を 見 て 時 に は 触 れ て 体 験 す る と い う 博 物 館 の 原 点 と 、 Ｓ Ｎ Ｓ を 使 っ

た事業を組み合わせた新たな博物館像を構築します。  

中 島 飛 行 機 関 連 事 業 と し て 、 米 国 国 立 公 文 書 館 で 収 集 し た 英 文 資 料 に

基 づ き 、 専 門 的 研 究 ・ 分 析 等 を 行 う と と も に 、 新 た な 資 料 の 収 集 に 努 め

ます。  

ま た 、 博 学 連 携 事 業 に つ い て は 、 市 内 小 中 学 校 に と ど ま ら ず 、 様 々 な

機 関 と の 連 携 を 図 っ て い き ま す 。 高 校 生 ボ ラ ン テ ィ ア 制 度 、 大 学 生 の た

め の 学 芸 員 実 習 、 大 学 院 生 等 の た め の フ ェ ロ ー シ ッ プ （ 特 別 研 修 員 ） 制

度 、 主 に 成 人 教 育 と な る 歴 史 館 大 学 等 に よ り 、 生 涯 を 通 じ て 歴 史 館 で 学

ぶ仕組み作りを継続します。  

事 業 内 容 の よ り 詳 細 な 情 報 発 信 、 周 知 、 拡 散 の た め フ ェ イ ス ブ ッ ク 、

ツイッター、インスタグラム等ＳＮＳの活用をさらに進めます。  

併 せ て 、 専 門 的 な 知 識 を 持 っ た ボ ラ ン テ ィ ア や 、 他 施 設 と の 連 携 を 図

ります。  

  

【基本方針９】  図書館の力を高め地域に活かす  

読書ならで はの楽 しさや喜び を提供 し、武蔵野 市民が 知りたいこ と・

考えたいこと・ 解 決したいことを 「 知」の側面から 支 えていくために、

図書館の力を高め、市民と地域の生き生きとした活動に貢献します。  

 

○質の高いサービスを支える体制整備  

「 読 む 楽 し さ 」 「 知 る 楽 し み 」 の 動 機 づ け 、 デ ジ タ ル な 表 現 手 段 の 活

用 、 地 域 が 抱 え る 課 題 を 発 掘 し そ の 解 決 支 援 に 取 り 組 む な ど 、 従 来 の 図

書 館 業 務 の 枠 を 越 え た 新 た な 専 門 性 を 持 つ 職 員 を 武 蔵 野 市 立 図 書 館 人 材

育成計画に基づき育成します。  

令 和 ２ 年 度 に は 、 図 書 館 が 担 う 公 的 な 役 割 の 重 要 性 を 鑑 み 、 中 央 図 書

館 は 引 き 続 き 市 直 営 と す る 基 本 方 針 を 示 し ま し た 。 こ れ に よ り 市 立 図 書

館 の 運 営 体 制 が 定 ま っ た こ と を 受 け 、 ３ 館 の 連 携 強 化 を 図 り ま す 。 ま た 、

図 書 館 運 営 に は 市 の 直 接 的 な 関 与 と と も に 市 民 参 加 が よ り 重 要 と な る こ

とから、そのための推進を図ります。  

 

〇地域の情報拠点としての情報の蓄積  

イ ン タ ー ネ ッ ト 時 代 も 変 わ ら な い 図 書 資 料 の 持 つ 価 値 を 市 民 に 提 供 す

るため、引き続き多様性や持続性を重視した資料収集を行います。  

地 域 の 情 報 拠 点 と し て 図 書 館 資 料 の 充 実 を 図 る た め 、 令 和 ２ 年 度 に 実

施 し た 蔵 書 構 成 の 評 価 に 基 づ き 、 計 画 的 な 除 籍 も 進 め な が ら 、 ３ 館 の 個
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性 に 沿 っ た 資 料 収 集 の 強 化 を 図 り ま す 。 ま た 、 オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス

な ど 、 利 用 者 の 多 様 な 学 び や 課 題 解 決 に 資 す る こ と が 期 待 で き る デ ジ タ

ル情報の活用を進めます。  

 

〇図書館の活用と情報収集の支援   

イ ン タ ー ネ ッ ト が 急 激 に 普 及 し て い く 中 で も 変 わ ら な い 読 書 の 感 動 や

発見の喜びを伝えるため、世代にあわせた情報提供や事業を行います。  

生 涯 学 習 や 市 民 団 体 の 活 動 が 活 発 な 本 市 の 特 徴 を 活 か し 、 こ れ ら の 活

動 を 支 援 す る 様 々 な 情 報 提 供 に 取 り 組 み 、 市 民 の 学 び な お し や 市 民 活 動

の充実を支援します。  

 

〇市民の学びと課題解決の支援   

知 る 楽 し み を よ り 多 く の 方 に 知 っ て い た だ け る よ う 、 体 験 型 事 業 の 実

施などレファレンスサービスの普及に努めます。  

ま た 、 図 書 館 が 有 す る 資 料 、 場 、 人 材 （ 図 書 館 員 ） を 活 用 し て 、 地 域

の 課 題 解 決 に 携 わ っ て い る 行 政 の 他 部 署 や 地 域 の 団 体 な ど と 協 力 ・ 連 携

し、市民の課題解決を支援します。  

 

〇子どもたちの読書活動の充実  

子 ど も た ち が 読 書 を 通 じ て 、 豊 か な 心 を 培 い 、 自 ら 学 ぶ 力 を 身 に 付 け

ることで、生きる力を育みます。  

乳 幼 児 期 に は 、 読 み 聞 か せ 等 に よ り 子 ど も と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が

深 め ら れ る 取 組 を 充 実 し ま す 。 そ の 後 も 、 読 書 を 通 じ て 好 み の 本 の 傾 向

が 現 れ 、 知 的 興 味 に 応 じ 一 層 幅 広 く 多 様 な 読 書 が で き る よ う に な っ て い

く 子 ど も た ち の 成 長 過 程 に 合 わ せ て 、 手 に 取 っ て 読 み た く な る よ う な 蔵

書 の 充 実 や Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 情 報 活 用 能 力 の 育 成 、 居 場 所 づ く り に 取 り

組みます。  


